
DI分析
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レイアウト変更により
部材輸送距離が短くなった

等仕事量曲線
①輸送量と輸送回数の平均値を算出
②等仕事量＝輸送量平均×輸送回数平均

今回 輸送距離平均＝２．８３
輸送回数平均＝３．２１なので

等仕事量＝２．８３×３．２１＝９．１０
等仕事量を９とする
輸送回数＝９÷輸送距離で曲線を描く


